
先輩職員からの声：
私は理工系職員として、日本・中国・韓国の環境協力や、JCMという二国間協力の枠組みの推進
といった、国際関係の業務を担当しています。その中でも印象に残っていることは、年１回行われ
る日中韓三カ国環境大臣会合で三カ国間の環境協力内容について書かれた共同コミュニケとい
う文書に三カ国の環境大臣が署名を行いますが、その作成を担当したことです。環境省内はもち
ろん、中国・韓国の意見をとりまとめ、上司と長い時間をかけて作成した共同コミュニケに、会合
の最後に三大臣が署名した瞬間は、「あれが私が作成した文書なんだ！」と、とても感動しました。
このような、自分の手で環境政策を動かすという唯一無二の実感を、ぜひ環境省で味わってみま
せんか？

（令和４年採用・土木 地球環境局 国際脱炭素移行推進・環境インフラ担当参事官室

（併任）国際脱炭素移行推進・環境インフラ担当参事官付JCM推進室）

【お問い合わせ先】環境省大臣官房秘書課任用第一係
〒100-8975 東京都千代田区霞が関1-2-2 TEL：03-5521-8207

Ministry of the Environment

環境省
「持続可能な社会の実現」を目指し、より良
い環境を未来の世代へ受け継いでいくた
めに、気候変動に代表される地球環境問
題、海洋プラスチックごみ対策、生物多様
性保全と国立公園・世界自然遺産の保護と
利用といった地球規模の仕事から、福島の
復興・再生や地域循環共生圏の創造といっ
た地域に貢献する仕事まで、広範に活動し
ています。

各職種の紹介：

一般職事務系
事務系職員は主に組織運営のスペシャリストとして活躍
します。その為に、あらゆる管理業務に従事し、担当者
として国規模の政策に直接携わる機会もあります。
環境行政を支えていく中で基盤となる重要な業務であ
り、”縁の下の力持ち”として必要不可欠な存在です。

一般職理工系

理工系職員は、科学的知見を背景に、自然環境を除く
環境政策（例えば、脱炭素や資源循環など）の制度づく
りや運用、プロジェクトの実施を担います。

環境省
採用HP

一般職自然系
自然系の職員は、通称「レンジャー」と呼ばれ、生物多様
性の保全、国立公園や野生生物の保護管理、自然再生、
施設整備など、自然環境全般に関わる仕事をします。
全国各地で自然と人をつなぐ役割を担います。

職員数：
2,265人（令和7年7月時点）

勤務地：
本省（霞が関）勤務のほか他省庁、独立行政法人等
及び全国８カ所の地方環境事務所での勤務があり
ます。その他、能力に応じて海外勤務の機会もあり
ます。
また、一般職自然系は日本各地の国立公園管理事
務所及び自然保護官事務所等での勤務があります。

キャリアパス：
２～３年おきに異動を経験し、能力や適性に応じ
て、”係長”、”課長補佐”へと昇任していきます。
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